
然だろう。

(どんな)政府を伴うか、によって、その働

きもすっかり異なったものK左る。それゆえ、貨幣の機能は、(1)の規定と諸々の市場モデルとの組

している。

現象的K眺めれば、貨幣Kは諸々の機能が具わっているよう K映る。ふつう Vては、交換価値ゃ価

格の尺度標準であるとと、 あるいは債務の支払手段、交換や貯蔵の手段である ζ となどが、貨幣の

機能であるという。だから、それら機能によって貨幣を概念把握しようとする試みがあるのも、当

しかし、それら機能は、単独で貨幣を特徴づけるKは到底十分でないし、かといって、

束ねてみても、機能相互の関係がかえって解け左くなる。むしろ、貨幣の一連の機能を、(1)の規定

から導出するよう Kした方がよい。貨幣は、市場』てお、ける作用素なのだから、その市場がどん左市

場か、たとえば(どんな)商慣習、 (どんな)銀行、

大 三 郎

われわれの社会のなかで、貨幣は、ほかUてちょっと較べるもののないほど量要左はたらさを担っ
。o0 0 00  0 

ている。資本制的な貨幣は、単なる交換の仲介手段ではない。その域をはるかK越えて、信用を創

造し、資本の運行をつかさどり、経済システムの作動を最終的K調整するよう なものである。

*
 

爪

除としての貨幣 (抄)

橋

Itj7j-之

乙う

なよそ資本制社会での諸現象した貨幣の特異な姿を解明する作業は、経済領域の社会理論、いや、
みあわせによって、説明すべきものである。

を扱うどんな社会建論にとっても、欠〈 ζ とができ左いはずのものむ

貨幣の意味作用

貨幣は、歴史的Kさまざまの形態をたどってきた。いまも念なその姿をかえつつある。そとで、

さきの規定から 出発し、貨幣の変態、をひとつの一貫した視角一一「経済の記号論」とでも称すべき

これまでの貨幣

o () 0 0 

そとでわたしは、資本制的な貨幣のあり方を、端的lて「喰」の構造とみなすととろから、独自民

貨幣論を試みよう。本論は、 ζ の原理が資本制とその貨幣の秘密をときるかす鍵として有効でるる

ところが、

論Kは、ほとんど満足できるものがない。

ものーーから論述するととを、試みよう。

貨幣は、ひとびとがそれ令官幣として受けとるととを離れてtえ成立たない。だから、(1)の妓定
。o 0 0 0 0 。

は、貨幣がつき‘の単純な意味作用としてあらわれる ζとを、要請する :

ととを示すためのものである。

-"'-
J芯

尚主
門3貨

と貨幣は、特定粧の物在たるととKよって、一先主的な賊買力としての自らを指示する、

いう意味作用 をもっ。

( 2 ) 

まず大抵の貨幣論なら、

概

貨幣はな Kか、貨幣はどのよう Kして うまれたかじ・・・・・といった論点κ、

の

貨幣はひと目で人々 Kそれと判る。だから上の規定は要らないようだが、それは違う。

商品(さらK事物)の世界は、言う なれば差異の体系と してある。 リンゴやパンやタバコ は、

いK区別して関わられるゆえK、それなりのいみをもっている。ととろが、貨幣のもついみは、一

購買力である貨幣は、非貨幣(商品)との関係VC:;!O'いてのみ、貨幣である。商品で

ある ζ とと貨幣であるとととは、一種の排他性をなす。だから、特定の商品、たと えばタパコか金

が貨幣であるとしても、それらのいみは、その限りで両義的にみえているKすきずない。

商品貨幣が受けとられやすいのは、幾分、商品それ自体の有用さK負うている、と言えよう。タ

タバコ貨幣の担保のよう K左っている。その反対K、それ自体

左んの利用価値もない物品ーータカラーーが貨幣になるとともできるが、その場合Vては、

互

意するつも Dである。

わけにはいかないので、えだつぎの簡明な概念、規定から出発しよう:

段と抽象的た貨幣広市場VC沿いて一般的な購買力としてはたらく作用素である。

。。
市場は、交換すべき種々の商品を携えた人々の集まりであり、そとでは各商品聞の交換比率(の

。o 0 000  0 0 0 。
み)が社会規範(価格)化されている。交換が実現されるのは、商品がなの訟の一般的な享受可能

大きな紙幅をさくだろう。それK相当する作業を、わたしは、来るべき『記号空間論』のなか代用。οo0 

目下の構想では、記号空間としての社会Kは、基本的K、①自然、力、@<2性〉
u 0 0 0 000。

③言語、⑩程力、の 4つの間身体的な作用力がはたらく 、 とみつもられている。貨幣は、このうち

言語(宇意味作用)と権力(字社会規範)とから導出されるはずであるが、 ζ とで詳細Kたちいる

C 1 ) 

バコ をいつでも享受できる ζとが、

(広義の)

品質が劣化しKくいとと、嵩ばらぬとと、分割可能

なととーーとれら常識的な属性が無視できないのは、貨幣が (2)の意味作用をもつものである以上

当然である。見すとされやすいのは、恒松(1978)もいうよう K、貨幣たる物品が、恒VC定量、市

場VCi脊溜すべきととであろう。貨幣が行使されるとき、それがどれだけの購買力として通用するか

は、そのとき市場で同時K競合的K行使されようとする貨幣の総量K対する比率Kよって、定まる。

いわば社会外変数であるから、大旨、購買力を安定したものとする。

今
，，

噌

E
A

権力が担保Vてなる必要があろう。

どのようを種類の物品が、貨幣となるか?

恒K一定念貨幣量は、

。
性(手使い途)を有するからだが、そのとき、商品は互いK他の商品を購買しているわけである。

o 0 0 0 000  0 0 0 0 000。
そこで、もしある商品が一般的な受領可能性を帯びるよう Vてなるなら、その商品は、一般的な賂買
o 0 0 0 0 

力(キ貨幣)として現象するだろう。とのよう友商品が、商品貨幣である。商品貨幣が交換の仲介

手段として機能するのは、むろんである。と ζろが、少し考えてみればわかるよう K、あるものが

交換の仲介手段であるためKは、それが一般的K受領されるという社会的事実が成立 しているだけ。。
でよく、な Kもそれ自身が享受されるまでもない。それゆえ、適当なものを、規約Kよって貨幣と

定めることもできる。つまり、貨幣それ自身は商品でない。 一一 (1)の規定は、以上の ζ とを含意

ソシオ ロゴス 3 (1979) 

本稿は、同題の別稿を本誌のために切りちぢめたものです。
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。
購買力は量的であるから、それを単純K指示する関係K立つ貨幣のもっとも純化した形態は、秤

000 ・
量貨幣である。秤量貨幣では、秤量される純分が、購買力を左すcζの純分は、人為によってっく

りだされない自然、の物在であるので、非制定的念貨幣のこれ以上遡りえ 1.;:い形一一現物貨幣ーーと

みなす ζ とができるだろう。 ζζから、一連の貨幣形態、が派生してくる。われわれのしる貨幣で、

とうした現物性から厳密念いみで絶縁しえたものは、まだないはずだ。。o 0000000。
いわゆる鋳貨は、秤量金属貨幣のような現物貨幣が現存する市場で、より複合的な指示作用を有

するととKなる。すなわち:

( 3 ) 鋳貨は、その名目量によって地金貨幣の一定量を指示 し、 そのととから派生的[に自ら

を一般的左購買力としてあらわす。

単 K金属を特定の形状K鋳造するととは、鋳貨の製造では左い。貨幣た る金属を、流通を目的と

して、鋳造するととろ K、鋳貨が生ずる。(補助貨幣たる夜貨は、祭貨K含めない。) 祭貨の理想、

は、その名 目(形式)と純分(内容)と が一致することであり、そのとき秤量の手数は省かれる。

しかし、乙 の一致は保証されない。鋳貨K合ける形式と内容との統ーは、 みせかけKすきJ ない。鋳

貨が貨幣であるのは、鋳貨の素材である純分がもともと貨幣であるととK、まったく依存している。

だから、鋳貨の磨耗K伴って、 (3)の指示関係はたちまち脅かされてしまう。あまつさえ、悪銭や偽

金づくりによってζ とさら ζの不一致がひろげられるならば、ついVては、名目量がすっかり貨幣と

しての作用を失うにいたるであろう。グレシャムの法則は、とのよう1.:形式と内容との案書きが生じ

るととろでは、つねK妥当する。

鋳貨と並んで注目すべき 工夫は、 預かり金証書や手形による貨幣形態でるるだろう。預かり金証

書と手形とは異なるし、手形Kも、約束手形、 為替手形の別があるが、便宜上とれらすべてを一括。o0 。
して、書記貨幣とよんでま"<。書記貨幣は、つぎの複合的在意味作用を有する :

( 4 ) 書記貨幣は、文言Kよって、支払いに充当すべき貨幣の所在を指示し、その ζ とから派

生的κ、自らを一般的左購買力としてあらわす。

書記貨幣の指示作用は、それが貨幣K言及する文言をしるした書面であるとと K、根拠をもっ。

そとから、ふたつの ζ とが生じる。まずひとつKは、書記貨幣は鋳貨より一層の抽象性を帯びるた・

ろう。鋳貨は、それが内K含む貨幣の純分を含意しうるKすぎ左かったが、書記貨幣は、それを構

成する素材とかかわりなく 、その外部(空間的ないし時間的念遠隔 )K所在する貨幣を指示すると

とができる。手形文句は、自己言及性を具えた執行文であるととが明らかなのだが、とれは、手形

振出しという言語行為が自存する営みである ζ とを、証拠だてている。とのよう V亡、書記貨幣は、

言語の形で定在しているから、秤量を必要とするような貨幣の具体性を脱している。いまひとつ、

書記貨幣Kは、蓋然的Kしかそれが指示する貨幣と対応しないという、本質的な困難がある。書記

貨幣は、さしあたりその文言の内で、貨幣と繋がっているだけ7むだから、たとえば、発話の情況

が適切性の条件をみたしていなかったり(詐欺)、支払いを指定する執行文の内容が事後K実現し

なかったり(不渡り)、というととが容易K生じうる。それゆえ、書記貨幣が、文字通りの貨幣、
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すなわち一般的な購買力として十分K通用するためKは、信用メカニズムの発達が伴わなければな

らないのである。

輸としての貨幣

。o0 。
貨幣の複合的な意味作用が完笠K磁の構造をそなえたと言えるのは、信用貨幣の出現以降だろう。

。。。
信用貨幣の話は、さかのぼってまず貸付けから始まる。

貸付けVては、いろいろの解釈が可能だが、と ζ ではそれを交換と時間との 2契機Kよって理解し

よう。つまり、貸付けとは、異時点Kわたる交換である。(借りたと同ーのものを返済する場合ま

でも 「交換」とよぶのは辛子かしいと思われるかもしれないが、かまわ念いとする。7

貸付けが行なわれる理由はさまざまであろうが、返済が予定される以上、貸し手と借り手との間

K信頼を欠〈 ζ とはできまい。しかし、貸借の両当事者が返済は確実だといくら信じていたとして

も、他の第三者までがそう考えるとは限らない。その場合貸し手は、返済を受けるまで、何も持っ

てい念いとみなされてしまう一一 つまり、信頼が信用K転化しないのだ。

社会的な条件がととのって、一般K貸付けが、貸し手と借り手との具体的念社会関係から区別さ

れ、債権一債務関係として自存するK至ると、貸付けは第三者K対しても客観的ないみをもちはじ

める。貸付けはいまや、財貨と債権とを交換する行為であり、貸し手は貸付けを介して債権を所有

する。債権は、現物K対する請求権としても保有できるが、貨幣(財貨一般K対する誇求権)が刑

用できるなら、その方が適切な貸付け手段だろう。すべての貸付けは、貨幣Vてよる貸付けに帰着さ

せうる。 ζ うして、債権一債務関係を言表する手形のたぐいは、(4)K規定したような書記貨幣の性

格を帯びるととができる。

どの時点の市場にも、貨幣の貸し手と借り手とが現われ、貨幣の市場ができあがるだろう。そこ

では、貨幣が債権を(債務が貨幣を)購買する。貸付け行為K対する反対給付として、矛仔が成立

するが、刺子率は、貸付けの条件を構成する。貸付けが行なわれる結果、資源の分配状況が変容す

る一一現時点では借り手側K、返済時点では逆側U亡。

さて、貸付けが、高利貸しゃ講のような、貨幣の単なる移転Kよってしか、まかなわれ念いとす

れば、貨幣の供給Kは限度がある。だから、経済が拡張をとげようとするとき Kは、貨幣はいちぢ

るしく不足し、借り手は高金利K苦しむととK左るだろう。実際、産業社会の擁壁期は、そのよう

であった。貴金属をひねりだそうという錬金術のあらゆる試みは失敗したが、かわって、無から貨

幣を創りだすという魔法Kよって資本制経済の支えK在ったものとそ、信用創造のメカニズムであ

る。
告員会議は、各人が自分K対する債権(それゆえ自分の債務)を新しく設定すると ζ ろK、生じ

る。そとで各人が獲得する 「貨幣」は、実はそれまでどと Kも存在してい左かった(!)ものである。

ζれはまとと K驚くべき ζ とであるので、慎重念検討K値する。 。0 0 0

貨幣の不足K対処する仕方はいろいろあるが、ひとつの典型的な仕方は、免換紙幣の発行であっ九
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乙の皮肉な帰結~1...貨幣の不足代対処するはずの信用貨幣K とって、抜きがたいジレンマ

をたず。それゆえ、 経済システ ムは、 信用貨幣~尤: 1)たたせる除の桃造をまもるためK、金を、貨

幣の位階秩序の外K押しやらねば~ら亡くなった。

免換紙幣の貨幣としてのはたらきは、それが実際免換されるととKは、結局のととろ依存してい

か尤:い。
自らを一般的党挨紙幣;立、 t¥'ょ備K充てる貨幣との交換可能性を含意するとと Kよって、

左賂買力としてあらわす。

( 5 ) 

たい。免換とは、 (5)VL示す含意関係を成立させるための工夫V亡すぎないからである。然るべき貨幣
000  0 

量を確保しようというのであれば、不会紙幣もまた、 目的K適っている。むしろ、当局が発券量を

任意に調整できる合金品会前乏の方が、かえって好都合でさえある。不換券lえ単純?宅千作用へ

と回帰した、純粋K形式的左貨幣である。それが「自然な 」貨幣と異走るのは、ただ公権力によっ

て措定されてある限りでそ乙lモある、 という点である。不古典券は、権力Kよって創られた「現物 」

とのよう左紙幣が市中で購買力として行使されはじめるならば、貨幣量は、本位貨幣のみの場合

貨幣であり、貨幣を社会内変数へとむきかえる ζ とをねらったものだー

各国が管理通貨体制へと移行した今回、貨幣という社会の作用素は、

と比較 して、顕著K増加する。

先換紙幣は、貨幣を指示する書面である点で、預かり金証書や手形などの書記貨幣と区別乏いよ

うにみえるが、先換紙幣は通常、通貨の膨脹をともてとう。免換紙幣と準備された貨幣との対応、は、
。。

暗黙の、幾分は想像上のものKすぎず、決して 1対 1VL特定でき念い。だから、各発券銀行が免換
。。。

銀行券を発行する場合Kは、 しばしば容易K信用の瓦解がなとずれた。

~ ?らLらのさら(1(重要な仕方は、言うまでも乏し銀行の告扇長♀lそもとづく告品話J主であ
。000。

(要求払)預金 (いわゆる銀行預金)の形態をとる。
もはや人為の恋意のうちK

そのようなととは左い。総体としての貨幣メカニズムは、個別の公権包摂されてしまったのか?
自

とのようにしてつくりだされる貨幣は、

預金は、銀行の口座K預け£‘いである貸付fの引出し可能性を含意するととによって、

らを一般的左購買力 としてあらわす。

る。

( 6 ) 

るU亡すぎない。預金は、預金者の手許にかける端的な貨幣の不在である。不在である貨幣は、銀行の手許(ぺとある

よう bてもみえる、が、預金 はそもそもすべてが引出されるととはないとはじめから見込まれていた。

だから、 預金を支払手段として用いるには、 :ry~VL 存したい肘'f(IC言及する文言をしるした告面一一
。。。
小切手ーーをも ってすること Vてなる。われわれの社会で、貨幣のもっ とも通常の存在形態は預金で

あるから、小切手がもっとも多〈支払い K用いられるのは当然である。

というととfご。

国際通貨体制は、当面、かつての金・ドノレ本位制をはなれ、 IMFの特別引出権(SDR)を強化

する方向にすすみつつある、が、企界(管理)通貨は、求めて程遠いものである。それを措定する

ような世界権力一一人類的な合意ーーが、実現すべくもないのだから。人類は、 当分解消されそ う

K左いとみいった意長、ら未全会をかかえている。各経済閣の格差や不均等発展は、深刻な利雪?対

立としてあらわれ、それ相応K分裂した地域的権力の抗争を不可避とする。そのひとつが、東西資

本制圏の両極構造であり 、いまひとつが、 古Jヒの「飢えの構造Jvcほか左らない。誰しも、乙の構

造K加担せずK、現在を生きる ζ とはできないのだ。

貨幣を社会のなかで考えるとき、人は権力の問題へと連れもどされるだろう。貨幣の諸形態がわ

自らを預金貨幣と等小切手は、預金の振替を指示する文言として定在するとと Vてより、

置させる意味作用をもっ。

( 7 ) 

。000

銀行が行左う手形割引は、流通性の限られた手形(債権)を、 より受領性の高い預金へと変換す

る手続きである。近代銀行は、 ζの手形割引を通じて預金貨幣を創出し、経済システムが必要とす

資源請求権の移転を、人知れず実現 してしま うととができるのだ。
。0 0 000。

預金貨幣と免換紙幣とをまとめて、織としての貨幣とよほうと思う。念ぜなら、両者はともに、

より直示的Uてつかまれる貨幣を間接K含意する関係Kたつとと K会いて、自 ら貨幣たるととをえて

ζれら信用Kもとづく貨幣の発明は、経済システムの古典資本制的念再編を可能いるカhらである。

織の関係は本来不安定なものであるので、信用を制御し、発券と貸出 しを「秩序ある」ものKし

ようとする工夫が、要請される。たとえば預金準備、公定歩合を課する中央銀行制度が、それであ

とのようKして、金本位制的な貨幣の位階秩序が成立してくる。乙れが制御メカニズムとして

はたらくのは、資本制的左貨幣が聡の構造を擁するゆえであって、その逆ではない。

金本位制下では、末端の預金貨幣は免換券K、免換券は本位貨幣かあるいは世界的左現物貨幣た

る金K、結びつけられてある。金貨幣の量は、社会外変数であれ 上限がある。だから、金本位制

下で、信用を安定させようとする努力は、早晩同誌を陳腐化させ、貨幣の供給を夜直させてしまうし

れわれの知恵、と愚かさを刻んでいるよう Kみえるのも、そのためである。

Kした。

1-.・h

「経済の人間化へ一一経済の記号論 ・1-ーJ， (未発表)。

「貨幣 メディア論の視角からJ， (未発表)。

だいさぶろう)

力によってひき裂かれながら、新tc1;;.芳盾を再生産しつつある。

公権力が創りだした貨幣の現物性は、虚構であるか ら、公権力カ:実効的Kはたらく範囲て通用す

それゆえ、管理通貨体制は、個別経済閣のクインズ的成長政策を可能とすふけれど

も、その一方で、各経済圏相互間のむW.の移転を、純然たる権力問題と して現出させるととに去っ九

貨幣の国側側、各国印刷の部分集合)の制313若林を相互に査定するメ ヤマJ...cして、

理解 しなければならない。訪を決済する附、各国通貨の樹的制百貨力の水準(為替キ蹴)を

決定する為替市場が存在し、 また、各国の持ちあう外貨Kよる決済の方式が定まってい る必要があ

る。各国通貨の購買力は、各国経済の「実態」で測られる。そのいみで、国際通貨市場は、依然と

して現物性の市場である。というととは、世界的左信用創造を行ないえないでいる、

(はしづめ
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